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ネーチャーポジティブで
農業遺産を守る

－土壌資源の見える化による
生態系サービスのブランディングの事例－



ネーチャーポジティブとは

Convention on Biological Diversity（生物多様性条
約）COP15で採択された世界目標：

「2030年までに自然の損失を止め、回復軌道に乗せる」

単なる保全ではなく、

自然資本を守りながら増やす経済へ転換する



出典：Stockholm Resilience Centre

SDGsウェディングケーキモデル

人類の基本的な生存手段である衣食住を担う
「生態系サービス」の持続可能性が
SDGs達成の重要なテーマ

生態系から学ぶ
持続可能な社会モデル

デイリーの3原則
生産・消費・排出のバランス

  大量生産・大量消費・大量廃棄
  生態系はこのバランスを実践する持続可能な社会モデル   

ESG投資
ネーチャーポジティブ
自然資本主義

TNFD TCFD



学長政策費補助事業
デジタルグリーン分野対応型人材養成セミナー

■12/1（月） 15:00-17:00 6号館セミナー室 （100人論文期間中に開催）

リモートセンシング、GIS、環境情報

■12/6（土）品川キャンパス6号館 611教室 インパクト評価 （100人論文期間中に開催）

品川区・皆野町インパクト評価事業 斉藤秀隆（デジラボホールディングズ）

EBPMの健康産業への応用～セグメンテーション＆ターゲティングによる最適なサービス設計

渡辺美智子（立正大学）

生態系サービスの定量化と応用 後藤真太郎（立正大学）

■1/25（日）日本農業遺産の持続的管理の課題 TNFD、ESG投資との神話性（SAVEJAPAN事業と同時開催）

■1/31（土） 農業・環境 小川町図書館

森の当事者”を増やす：サイエンス・データ・ナラティブ” 尾崎康隆（土佐町/もりとみず基金）

共創のもりづくり－一般社団法人山守学舎の活動－ 戸口勝（山守学舎）

小川町上横田大沼地域循環共生圏構想と地域の食の自立 高橋優子（（特非）生活工房つばさ・游）

土壌微生物多様性・活性値による生態系サービスの見える化 後藤真太郎（立正大学）

■2/20-21（土日）日本農業遺産とデジタルグリーン 埼玉福興セミナールーム（熊谷市妻沼）＋オンライン

徳島 西阿波傾斜地農業世界遺産 林博章

西阿波・熊谷共和国でのDAOの事例におけるデジタルグリーンの実践

システムの持続に向けて パネルディスカッション 新井利昌（農福連携）+登壇者





風土共創

比企丘陵の天水を利用した
谷津沼農業システム:

サト、マチ、ヒト、生きものの
エコシステムで守ってきた

比企丘陵の天水を利用した谷津沼農業システム
令和5年3月1日

 日本農業遺産認定



比企丘陵の谷津地形の分布（立正大学作成）

印旛沼周辺（千葉県）の谷津地形の分布（立正大学作成）



比企丘陵の谷津地形の分布（立正大学作成）

比企丘陵のため池の分布（立正大学作成）



比企丘陵のレガシー
比企丘陵で1500年以上の歴史の中で養われた谷津沼農業文化に改めて着目し、
日本・世界農業遺産に登録申請するため、滑川町、熊谷市、深谷市、東松山市、
小川町、嵐山町、吉見町、寄居町で構成される協議会が2017年7月7日に発足

●なぜこのような農業形態となったのか？
－有利でもあり不利でもある地形条件が生んだ独特のシステム－

●このような農業形態が水・物質循環にもたらす意義 
 －農業用水・栄養分・土壌の循環システム－

●谷津沼農業がもたらす人・生態系への恵み

https://www.youtube.com/watch?v=v0xt1Dguxs8&t=15s







100年以上続く
小字コミュニティー

による水管理

生物多様性と
農業との共生

ミヤコタナゴ・オオムラサキの保全
世界のオーガニックタウンオガワ

谷津田米の栽培

日本一高密度な谷津群を
繋ぐ農業用水ネットワーク

自然流下を支える
巧みな農業土木技術

水循環システムによる
農業用水の再利用

雨乞い信仰がもたらした

農業文化・水管理の
レジリエンス

比企丘陵の日本農業遺産はネーチャーポジティブの宝庫

持続可能な
自立した地域

風土共創による
農業遺産の維持

農業遺産を
活かした
価値共創

消費者との
価値共創

生物文化多様性

農業多様性

生
物
文
化
多
様
性
の
発
酵

落ち葉

有機物
（フルボ酸）
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 比企丘陵の谷津沼農業文化は農村環境の保全・形成、多面
的機能が発揮され た賜物 この文化を維持し、農業遺産登録申
請を機に、比企丘陵で地域資源を活かした価値共創、消費者との
価値共創、地域内外の人々との価値共創によって維持し、持続可
能な自立した地域を醸成していく。

具体的には、、、

• 地域資源を活かした価値共創

ため池の水管理組織の継続による地域のネットワークの維持 地域ブランドの醸成

観光資源の開拓（エコツーリズム、アグリツーリズム）

• 消費者との価値共創

自治体間のネットワークによる新たな6次産業の創出 環境保全型農家の育成

• 地域内外の人々との価値共創

オーガニックフェスティバルの開催による共創ネットワークの醸成（小川町、熊谷市）

農福連携、食菜教育

風土共創による農業遺産の維持



日本農業遺産は、

Globally Important Agricultural Heritage Systems（GIAHS）*
と連動する制度

* FAO（Food and Agriculture Organization）認定

特徴：

• 生物多様性、伝統知、景観、地域社会、農業生産が

一体構造（Nexus）になっている。

日本農業遺産はすでに「ネーチャーポジティブの実装モデル」になり得るポテン
シャルを持つ。



土壌を環境コストではなく資本として再定義

土壌資本の見える化の実装ステップ

STEP1｜土壌の「資本化」する

① 測る（可視化）
測定項目：
腐植、化学分析（窒素）、土壌微生物多様性・活性値
団粒構造、水保持能、栄養塩循環

→土壌資本スコアとして統合
→土壌診断ダッシュボード



©土の中の宇宙横山和成 立正大学客員研究員・DGCテクノロジー

土壌の価値からみた生態系サービス評価・
ブランディング



Soilマークによるプランディング



STEP2｜生態系サービスへ翻訳する
土壌資本 → 生態系サービスへ変換

土壌機能 生態系サービス 経済翻訳

炭素貯留
気候緩和
堆肥提供

カーボンクレジット
堆肥費用低減

浸透性 洪水防止 保険料低減

微生物多様性 病害抵抗性 農薬削減

団粒構造
品質向上
堆肥提供

有機窒素の無機化
堆肥費用低減



STEP3｜経済循環へ接続する方法

A. TCFD・ESGへ接続
企業は現在、
自然リスク、サプライチェーンの
持続性、Scope3排出 を開示

ここに
「農業遺産地域は土壌資本が増加している」という指標を接続

TNFD（Taskforce on Nature-related Financial Disclosures ）
に土壌資本データを組み込む



B. 地域循環通貨モデル

• 土壌資本が増えた農家に地域ポイント付与

• 企業のESG資金が地域へ流入

• 消費者がネーチャーポジティブ米を選択

• 「環境価値 → 地域通貨 → 地域内循環」

C. 保険・金融連動

• 洪水リスク低減 → 保険料割引

• 土壌炭素増加 → グリーン融資優遇

• ESG投資対象化
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ドローン搭載 ハイパースぺクトルセンサーによる腐植分布の推定

Hums: 2.2%   

Available Nitrogen：

  7.3kg by Hyper

(cf. 6.7kg by Absorbance
meter)

Matricee600 DJI Nano-Hyperspec
Head wall



Copyright ©2023 Rissho University. All Rights Reserved.26

土壌微生物多様性・活性値 BIOTREX  https://biotrex.com/

平均的な有機農地 環境再生型農地



• 埼玉県秩父市太田地区の標高

標高（10mDEM）



• 流域スケールで水が貯まりやすい場所を評価

• TWI値が高いほど水が貯留しやすいエリアであることを示す 

TWI（Topographic Wetness Index：地形湿潤度指数）



• 最も近い水路からの高さを示し，局所的に水が貯まりやすい場所を評価

• HAND値が低いほど湿地定期条件である

HAND (Height Above Nearest Drainage：最近接水路鉛直距離）



• 緑地等として残すことで雨水の浸透が期待できる場所

地形・地質等から期待される雨水浸透機能



• 多様な種の生息・生育が期待できる場所

• 自然的景観の多様度 里山など生態系のモザイク性が高い場所を評価

自然的景観の多様度



• 大型鳥類の餌場等としての機能が期待できる場所を評価

• 50mメッシュを中心として半径500m内の水田の占有率を算出

水田の占有率



肥料について

33
（出典）農家WEB https://www.noukaweb.com/nitrate-nitrogen-fertilizer/



農業データの活用

34



研究対象

35

• 30ｍ＊120ｍ程度の比較的大
きなため池

• 大小合わせて26ほ場の水源

• 本年度はこのほ場と下流側
のほ場合わせて3ほ場のみ水
稲栽培がおこなわれる。

• 無農薬での管理
• 化成肥料60kg施肥済み

• 2022/6/24~26に田植え



肥料はどれだけ必要か？
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流入窒素 流出窒素

固定窒素

（稲わら・

玄米）

ため池
からの
窒素

微生物
からの
窒素

土壌か
らの窒

素

肥料か
らの窒

素



地形データの作成

37

MAVIC PRO（DJI）

空撮（画像取得）

SfM-MVS処理（点群・3D化）
三次元モデリングソフトウェア (Agisoft 社 

AgisoftMetashapeProfessionalVer.1.7.5)
オルソ補正

（DSM・RGB画像）





ドローンによる地形の計測
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最大高低差は18cm程度

排水口側の水位が 9cmに達
すると水田全体が浸水し，
水位 9cm以降は，水位が

1cm増加するごとに約 15kL

水量が増加することが分
かった。



稲の内部にどれだけ窒素が固定されたかを推定
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出典：Parrot社ホームペー
ジ

空撮（画像取得）

Sequoia(parrot) MAVIC PRO（DJI）

植物の活性度を-1から1に正規化した指標

NDVI=(NIR-Red)/(NIR+Red)





窒素はどこへ？

42

肥料からの窒素ため池からの窒素
稲に固定される

窒素

土壌微生物が
有機態窒素を
無機化



熊谷市小江川小堤沼・小川町小堤沼谷津田で
実証実験

肥料はどれだけ必要か？
基準は何か？簡単に見積もれないか？

土壌微生物に聞けば？
Ｘ

有機稲作セミナー
・慣行から有機への移行のポイント
・化学肥料に頼らない栽培へ
・農薬に頼らない栽培へ



重要なのは「ナラティブ」

農業遺産のレガシーをナラティブに

物語：

• 1000年以上続く谷津沼農業

• 沼普請のため池からミヤコタナゴの生存確認

• 沼下による水管理のルール

ネーチャーポジティブ経済

データ × 物語 × 経済循環 の統合



重要なのは「ナラティブ」

農業遺産のレガシーをナラティブに

物語：

• 1000年以上続く谷津沼農業

• 沼普請のため池からミヤコタナゴの生存確認

• 沼下による水管理のルール

ネーチャーポジティブ経済

データ × 物語 × 金融 の統合







https://kumagaya.keiz
ai.biz/headline/641/

https://www.sake-
japanese.shop/
product/product-912
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関連サイト

環境データサイエンスを学ぼう：http://rissho-es.jp/info/oc.html

環境情報学分野の紹介：https://bit.ly/4d7VxV4

環境システム学科：http://rissho-es.jp/

http://rissho-es.jp/info/oc.html
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